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１．公共施設マネジメントとは



Iruma City
入間市１．公共施設マネジメントとは

この計画で扱う公共施設は・・・

①施設系＝ハコモノ
小中学校、公民館、図書館、市役所 等
市営住宅

②インフラ系
道路、公園、橋、上下水道

③プラント系
クリーンセンター、斎場、浄水場、
最終処分場
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Iruma City
入間市１．公共施設マネジメントとは

公共施設の老朽化

50年前 今 将来

高度経済成長 鉄筋コンクリート造

の寿命

約50～60年
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 すべての公共施設の寿命は日に日に近づいている
 今後の必要性を考えて改修して使い続けるのか、建替え

るのか、廃止するのかを考えなければならない
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２．取り組みの背景
～なぜ公共施設マネジメントに取り組むのか～



Iruma City
入間市２．取り組みの背景

人口減少、少子化・高齢化① 7

日本の人口推移及び推計

〔出典〕平成29年版高齢社会白書(内閣府)をもとに総務省で加工

75歳以上

65～74歳

15～64歳

0～14歳



Iruma City
入間市２．取り組みの背景

人口減少、少子化・高齢化② 8
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入間市の人口推移及び推計

15年間で
84％増加

30年後
（2048年度）

約11万人

 2010年度をピークに2020年度から人口減少が加速化する
 現在の傾向続くと2040年度には約12万人、2060年度には約9万人の見込み

75歳以上

65～74歳

15～64歳

0～14歳

人口ピーク



Iruma City
入間市２．取り組みの背景

人口減少、少子化・高齢化③ 9

年少人口
(0～14歳)

生産年齢人口
(15～64歳)

高齢者人口
(65歳以上)

合 計

1985(昭和60)年
30,292人
(26.2%)

78,669人
(68.1%)

6,545人
(5.7%)

115,506人

2015(平成27)年
19,016人
(12.7%)

93,990人
(62.7%)

36,946人
(24.6%)

149,952人

2019(平成31)年
17,522人
(11.8%)

89,044人
(60.0%)

41,876人
(28.2%)

148,442人

2045年
10,976人

(9.8%)
57,972人
(51.6%)

43,367人
(38.6%)

112,315人

〔人口・年齢構成の推移〕

ピーク時の
１／３に減少

人数、総人口に
占める割合とも
に大幅に増加

働く世代の人口は
大幅に減少

現在

30年

30年



Iruma City
入間市２．取り組みの背景

人口減少と税収

財政について歳入面では

市民１人あたりの個人住民税

①約97.7億円（平成29年度収入済額）

②148,733人（平成29年4月1日人口）

①÷②＝65,688円

30年後の人口を11万人として単純に試算した場合

65,688円×110,000人＝約72.3億円

⇒約25.4億円減少
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5,732,166
10,800,956 

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

2007 2017

繰出金

積立金・投資及び出資金・貸付金

公債費

投資的経費

補助費等

扶助費

維持補修費

物件費

人件費

（千円）

（年）

およそ
２倍に増加

子どもや高齢者、
生活困窮者などを支援

するための費用

およそ
30％減少

建物や道路など将来に
残るものにかける費用

3,377,888

2,374,826

２．取り組みの背景
財政 11

財政について歳出面では
歳出の推移 2007(平成19)年度と2017(平成29)年度の比較

2007(平成19)年度 2017(平成29)年度
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築40年以上
38%

築30年以上
37%

築20年以上
17%

２．取り組みの背景
公共施設の老朽化状況

 「壊れたら直す」を続けると財政破綻
 単なる老朽化問題ではなく、市の存続を

懸けた問題

築30年以上経つ
公共施設は

7割以上

築40年以上経つ
公共施設が

約4割

12

築20年未満
8%



Iruma City
入間市２．取り組みの背景

社会情勢・市民ニーズの変化 13

 30年後を見据えたサービスの見直しが必要
・これまでは人口増加というニーズに対応して施設を増やしてきた

→今後は人口減少というニーズに合わせて減らしていくのが基本的
考え方

ピーク時の
１／３に減少

人数、総人口に
占める割合とも
に大幅に増加

働く世代の人口は
大幅に減少

〔年少人口〕 〔生産年齢人口〕 〔高齢者人口〕

未来の人口
が減少

税収の減少 社会保障費
が増加



Iruma City
入間市２．取り組みの背景

年少人口の減少（児童・生徒数の推移） 14

児童・生徒数 30年間の推移 1988(昭和63)年度～2018(平成30年度）

1988年度
（昭和63）

1993年度
（平成5）

1998年度
（平成10）

2003年度
（平成15）

2008年度
（平成20）

2013年度
（平成25）

2018年度
（平成30）

1988年度
→2018年度

小学校児童数 12,542 11,228 9,642 9,088 8,535 8,038 7,301 42％減少

中学校生徒数 7,220 6,074 5,321 4,481 4,353 4,030 3,817 44％減少
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Iruma City
入間市２．取り組みの背景

施設に求められるサービスの変化

 社会情勢の変化を踏まえて求められる機能の変化
に対応した施設

・これを実現するためには施設の整備とサービスの見直しが必要
→そのために施設の再整備・再配置を進める

保育環境の充実教育環境の充実

生きがいづくり 健康づくり

ユニバーサルデザイン

バリアフリー

求められているサービス

地域コミュニティの拠点

15



Iruma City
入間市２．取り組みの背景

市政の諸課題との関連①

⑴人口減少対策
・若年層（15～24歳）の転出抑制、子育て世代の転出抑制と

転入促進

▹公共施設の安全・安心の確保

▹公共施設の効率化による市民サービスの向上を図るため

のまちづくり政策への集中投資

⑵都市計画・土地利用・公共交通
・「多極ネットワーク型」※のまちづくりの推進

▹土地利用の見直しなどと連動した施設の整備

▹地域コミュニティの核となる拠点づくり
※地域の特性を踏まえ各地区に拠点を形成し、交通網の充実により拠点間の連携強化を図るまちづくり

⑶防災計画
・防災拠点の確保

▹公共施設の再編成と「地域防災計画」との整合

16



Iruma City
入間市２．取り組みの背景

市政の諸課題との関連②

⑷教育環境
・ソフト、ハードの両面における教育環境の充実

▹学校規模や配置の適正化

▹教育環境の充実に対する投資

⑸福祉政策・こども政策
・地域福祉の推進、子ども・子育て支援施策の充実

▹地域福祉活動や子ども・子育て支援のための拠点施設の整備

⑹地域コミュニティ
・地域コミュニティの再構築の支援

▹地域ごとの活動拠点の整備

⑺その他
・空き家対策、情報通信技術（ICT）の活用など

17



Iruma City
入間市２．取り組みの背景

公共施設マネジメントの必要性と効果

⑴真に必要な行政サービスの提供
・社会情勢や市民ニーズの変化に対応したサービス提供

⑵施設の有効活用
・提供するサービスに合わせた施設の適正な整備・運営

⑶効率的な施設の維持管理
・計画的な維持管理（予防保全）による施設整備の効率化

⑷財政の平準化
・計画的な再整備・再配置による事業費や借入金の平準化

⑸サービスや施設環境の充実
・施設量の適正化による重点的な投資

18
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３．事業計画の基本的な考え方



Iruma City
入間市３．事業計画の基本的な考え方

計画期間

第１期 第２期 第３期

2019（平成31）年度
から

2028年度

2029年度
から

2038年度

2039年度
から

2048年度

おおむね確定
※実施計画に反映

 10年ごとに社会情勢や市民ニーズの変化、実績等
を踏まえて見直し（検討期間は3年間）

★各期の中間年に時点修正を行う

20

計画期間：2019～2048年度までの30年間

★ ★ ★

３年間の見直し
検討期間

３年間の見直し
検討期間

３年間の見直し
検討期間



Iruma City
入間市３．事業計画の基本的な考え方

地域区分について

 旧町村の６地区をベース
 人口バランスや歴史的経緯などを考慮し、豊岡は3地区、藤沢は２

地区に細分化

21



Iruma City
入間市３．事業計画の基本的な考え方

施設再整備・再配置の方向性

 施設のサービス内容と機能の見直し

 公共施設の整備・運営の適正化

 近隣自治体との連携

 跡地活用・転用や売却、貸付による有効活用

22

具体的には次ページを参照



Iruma City
入間市３．事業計画の基本的な考え方

公共施設の適正化の具体的な取り組み内容

〔施設のサービス内容と機能の見直し〕
・人口減少、人口構成の変化への対応
・求められるサービスの変化への対応
・地域特性への配慮
・利用促進につながる見直しの実施
・「選択と集中」による優先順位の検討

〔公共施設の整備・運営の適正化〕
・利用実態に見合った適正配置
・既存施設の有効活用～複合化、多機能化（集約）
・借地の解消
・施設を維持管理する費用の適正化、平準化

（人件費、光熱水費、修繕費、保守点検費、改修改築費 など）

23



Iruma City
入間市３．事業計画の基本的な考え方

施設の耐用年数に対する考え方 24

耐用年数の考え方（鉄筋コンクリート造）

❍既存施設
・総務省が示す試算基準（「地方公共団体の財政分析等に関す

る調査研究会報告書」）において提示されている公共施設の
更新費用の試算方式）を参考に設定

▹建 替：建築後60年
▹大規模改修：建築後30年

❍これから建設する施設
・「建築工事標準仕様書（日本建築学会）」の供用限界期間を

参考に目標値を設定
▹一 般 施 設：65年
▹長期使用施設：80年 … 長期的な需要が見込まれる

学校や庁舎など
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４．施設整備の方向性



Iruma City
入間市４．施設整備の方向性

地域対応施設①

❍地区センター
・現在の公民館の建物を活用して設置
・9地区に１施設ずつに再編成
【第１段階】

・2022年度に現在の地区公民館の組織を地区センターに変更
→この時点では１２施設となる
→サービス内容は施設によって異なる

【第２段階】
・改修や建替えの時期に合わせ6つの機能を段階的に整備

・同一地区内に複数の地区センターがある場合は、建替
えの時期に合わせ統合

26

支 所

公民館

自治振興支援

福祉総合相談支援窓口

地域包括支援センター

防災拠点支

公

自

防

福

包



Iruma City
入間市４．施設整備の方向性

地域対応施設①

対象施設
第１期

(2019～2028年)
第２期

(2029～2038年)
第３期

(2039～2048年)

扇町屋公民館
地区センター化（組織のみ）

統合・移転新設

久保稲荷公民館
地区センター化（組織のみ）

東町公民館
地区センター化（組織のみ） 改修工事

黒須公民館
地区センター化（組織のみ）

統合・移転新設
高倉地区センターの施設は

地域の施設等として活用

高倉公民館
地区センター化（組織のみ）

東金子公民館
地区センター化

移転新設

金子公民館
地区センター化

27

公 自 防

福

公 自 防

公 自 防

公 自 防

公 自 防 支

公 自 防 支 包

福公 自 防 支 包

福 包

支 福 包

支 包福



Iruma City
入間市４．施設整備の方向性

地域対応施設①

対象施設
第１期

(2019～2028年)
第２期

(2029～2038年)
第３期

(2039～2048年)

宮寺公民館
地区センター化（組織のみ） 統合

宮寺地区センターを建替
二本木地区センターの施設
は地域の施設等として活用

二本木公民館
地区センター化（組織のみ）

藤沢公民館 地区センター化
藤の台公民館を統合

藤の台公民館の施設は
地域の施設として活用

藤の台公民館

東藤沢公民館

地区センター化（組織のみ）

改修工事

西武公民館
地区センター化（組織のみ） 建替

28

公 自 防 支

公 自 防

福公 自 防 支 包

福公 自 防 支 包

福公 自 防 支 包

福 包

※各施設における６つの機能のサービス内容や規模は、地域状況などを踏まえて
調整する



Iruma City
入間市４．施設整備の方向性

地域対応施設②

❍小・中学校
・９地区に１施設ずつ配置
・「入間市立小・中学校の規模及び配置の適正化に関する基本

方針」を踏まえて統廃合の時期や校舎の規模を検討

❍学童保育室
・小学校の統廃合や再整備に合わせて原則として小学校内に

複合化

※図書館分館・地域交流スペースの複合化は実施しない
▹児童の安全性確保の面で課題が多い

29

本市における小中学校の適正規模は、小学校が各学年２学級から３学級
（全学年合計１２学級～１８学級）、中学校は全教科必要教員が確保され
る全学年合計１０学級～１８学級とする。

入間市立小・中学校の規模及び配置の適正化に関する基本方針（平成26年4月1日 入間市教育委員会）



Iruma City
入間市４．施設整備の方向性

地域対応施設③

❍公立保育所
・年少人口が減少傾向であることに対して民間保育園との役

割分担を考慮した上で６地区に１施設ずつ配置
・保育ニーズを踏まえて公立保育所の配置や定員を検討
・サービスの多様化に対応する運営形態への見直し

❍図書館分館
・現施設（西武分館・金子分館・藤沢分館）を維持

❍地区体育館
・現施設（黒須・東金子・宮寺・藤沢・西武）を維持
・計画期間以降に必要性を考慮した上で建替え（移転含む）を

検討

❍老人憩いの家
・活用されている間は維持
・活用されなくなった場合は老人クラブ、地元自治会の意向

を踏まえて取り扱いを検討

30



Iruma City
入間市４．施設整備の方向性

広域対応施設

市民体育館

学校給食センター文化創造アトリエ

市民活動センター
男女共同参画推進センター

図書館（本館）

市役所

入間市内に一つしかない施設で、全市民が利用す
る、あるいは全市民のために存在する施設
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 将来的な必要性を考慮して、改修、建替、廃止、広域化、民営化
などの方向性を検討

武道館・弓道場

市民会館・中央公民館

産業文化センター

青少年活動センター

老人福祉センター

博物館

農業研修センター

勤労福祉センター

健康福祉センター

総合クリーンセンター

児童センター

農村環境改善センター

扇台福祉作業所

障害者活動センター

防災センター

リサイクルプラザ

入間市駅南口自転車駐車場



Iruma City
入間市

「市役所等整備計画」の策定に取り組んでいます

４．施設整備の方向性
広域対応施設 〔市役所及び市民会館・中央公民館〕

震度６強以上の地震で

倒壊・崩壊の恐れ！

32

震度６強以上の地震で

倒壊・崩壊の恐れ！

❍市役所
→現在の場所に建て替

える（Ａ･Ｂ棟のみ）
概算事業費：約６３．３億円

（A･B棟解体費、C棟改修費等含む）

❍市民会館・中央公民館
→耐震改修に向けた調査

の結果を踏まえて整備
方法を検討する



Iruma City
入間市

豊
岡
第
一

豊
岡
第
二

豊
岡
第
三

東
金
子

金
子

宮
寺

二
本
木

藤
沢
第
一

藤
沢
第
二

西
武 計

現
在

公民館 2 1 2 1 1 2 2 1 1 13

小学校 1 2 2 2 1 2 2 2 2 16

学童保育室 2 2 2 2 2 2 2 3 3 20

中学校 1 2 1 1 1 1 1 1 2 11

地区体育館 1 1 1 1 1 5

老人憩いの家 3 2 6 7 8 12 5 2 4 49

４．施設整備の方向性
現在の公共施設（地域対応施設）の配置状況

30

年
後

公民館 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

小学校 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

学童保育室 小学校へ複合化

中学校 1 1 1 1 1 1 1 1 1 9

地区体育館 1 1 1 1 1 5

老人憩いの家 利用の状況を踏まえて検討

地区センター

33



Iruma City
入間市４．施設整備の方向性

現在の公共施設（地域対応施設）の配置状況

※公設民営の黒須保育所は民間活力の活用を検討
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豊
岡
第
一

豊
岡
第
二

豊
岡
第
三

東
金
子

金
子

宮
寺

二
本
木

藤
沢
第
一

藤
沢
第
二

西
武 計

現
在

公立保育所 1 2※ 1 2 2 1 1 1 11

民間保育園 1 3 3 2 1 4 1 15

民間幼稚園 1 1 1 3 1 2 9

30

年
後

公立保育所 1 1 1 1 1 1 6

民間保育園 1 3 4※ 2 1 4 1 16※

民間幼稚園 1 1 1 3 1 2 9
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Iruma City

５．地域別事業計画【西武地区】



Iruma City
入間市５．地域別事業計画

西武地区 36



Iruma City
入間市５．地域別事業計画

西武地区 地区概況 37

西武小学校
西武学童保育室

西武第二学童保育室

西武中央保育所

文化創造アトリエ

西武公民館・支所

野田中学校

上仏子老人クラブ親和会(憩)

西武地区体育館

新光はなみずき会(憩)

仏子小学校
仏子学童保育室

西武中学校

0ｍ → 1000ｍ

図書館西武分館

西武清寿会(憩)

西武明寿会(憩)

地区の概況
・昭和40年代後半から

50年代にかけて住宅

団地や宅地が開発

・昭和40～60年代に人

口が増加

将来の見通し
・今後、年少人口、生

産年齢人口が減少し

高齢者人口が増加す

る見込み



Iruma City
入間市５．地域別事業計画

西武地区 人口推計

2019年→2049年（30年間の推移）

38

2019年→2029年（10年間の比較）

・人口 5％減少

・高齢者人口 2％増加

・生産年齢人口 7％減少

・年少人口 16％減少

2019年→2039年（20年間の比較）

・人口 15％減少

・高齢者人口 2％増加

・生産年齢人口 20％減少

・年少人口 30％減少

2019年→2049年（30年間の比較）

・人口 25％減少

・高齢者人口 4％減少

・生産年齢人口 33％減少

・年少人口 41％減少区分 2019 2029 2039 2049

高齢者人口（65歳以上） 6,386 6,534 6,511 6,158 

生産年齢人口（15～64歳） 12,640 11,702 10,059 8,496 

年少人口（０～１４歳） 2,526 2,134 1,758 1,485 

「入間市人口ビジョン」（平成27年度）

のデータを基に作成

2029年

2019年

2039年

2049年



Iruma City
入間市５．地域別事業計画

西武地区 施設の利用状況・需要 公民館 39

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大会議室

中会議室

会議室（洋Ａ）

会議室（洋Ｂ）

会議室（洋Ｃ）

会議室（和Ａ）

会議室（和Ｂ）

料理実習室

西武公民館

・大会議室が50％前後利用されている
・和室や調理実習室の利用は２０％前後となっている

⇒こうした利用動向を踏まえたサービスや機能の見直しが必要



Iruma City
入間市

学級数・児童数推移 1988（昭和63）年度→2018（平成30）年度

５．地域別事業計画
西武地区 施設の利用状況・需要 小学校

2023年度
推計値

（学区内児童数）

607

281

40

1988年度 1993年度 1998年度 2003年度
学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

西武小学校 26(1) 957(5) 25(1) 890 21(1) 693 22(2) 732

仏子小学校 25 905 20 682 19(1) 592 18 538

2008年度 2013年度 2018年度
学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

西武小学校 23(2) 772 22(2) 751 21(2) 705

仏子小学校 14 416 12 339 12(2) 294

児童数減少率
1988→
2018年度

△26％

△68％

※( )内は特別支援学級数

〔 2018（平成30）年度 学年別学級数・児童数〕
1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

西武小学校 4 118 4 116 3 121 3 107 3 120 4 123

仏子小学校 2 51 2 42 2 44 2 59 2 46 2 52



Iruma City
入間市５．地域別事業計画

西武地区 施設の利用状況・需要 中学校 41

学級数・生徒数推移 1988（昭和63）年度→2018（平成30）年度

1988年度 1993年度 1998年度 2003年度
学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

西武中学校 24(1) 1,031 11(2) 404 9(2) 328 9(2) 284

野田中学校 - - 14 493 13 436 9 317

2008年度 2013年度 2018年度
学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

西武中学校 8(2) 254 6(2) 183 5(2) 160

野田中学校 11 374 11 348 10 358

2023年度
推計値

（学区内生徒数）

2028年度
推計値

（学区内生徒数）

151 157

340 276

生徒数減少率
1993※→
2018年度

△60％

△27％

※( )内は特別支援学級数

 「入間市立小・中学校の規模及び配置の適正化に関する基本方針」に照らし合わ
せると西武中学校は中学校の適正規模とされる「全学年合計10～18学級」を下
回っている

〔 2018（平成30）年度 学年別学級数・生徒数〕
1年生 2年生 3年生

学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数

西武中学校 1 39 2 52 2 69

野田中学校 4 126 3 120 3 112

※1988年度には野田中が開校していなかったため
比較は1993年度：2018年度



Iruma City
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西武地区 施設の利用状況・需要 保育所等

7628

7017

6358

5500

6000

6500

7000

7500

8000

平成２０年度 平成２５年度 平成３０年度

公立保育所 平成20年度 平成25年度
平成30年度
（定員）

西武中央保育所 102 100 85(90)

民間保育園 平成20年度 平成25年度 平成30年度

杏ほいくえん 88 102 97

〔西武地区 園児数推移〕

〔入間市 0～5歳児人口推移〕

42

△611人

（△8.0％）

△659人

（△9.4％）

※地域型保育施設の認可は平成27年度以降

地域型保育施設 平成20年度 平成25年度 平成30年度

おひさま保育園※ - - 10

夢の森ほのぼの
ハニー保育園※ - - 17

平成20→30年度減少率
△17％

減少率 17％



Iruma City
入間市５．地域別事業計画

西武地区 施設整備の方向性

施設名 建築年度 築年数 施設整備の方向性

西武公民館・支所 1981 37 地区センター化

西武小学校 1966 52 統合
西武小学校場所に建替え仏子小学校 1980 38

西武中学校 1969 49 統合
西武中学校を活用野田中学校 1989 29

43

図書館西武分館 1992 26 改修により現施設を維持

西武中央保育所 1977 41 現地での建替え

西武学童保育室 2014 4

統合
小学校の整備に合わせて複合化

西武第二学童保育室 2014 4

仏子学童保育室 1996 22

西武地区体育館 1988 30 改修により現施設を維持

文化創造アトリエ 不明 - 改修により現施設を維持



Iruma City
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西武地区 地区センター・小学校・学童保育室・中学校

【地区公民館・支所】

【小学校・学童保育室】

【中学校】

44

施設名
第１期

（2019～2028年）
第２期

（2029～2038年）
第３期

（2039～2048年）

西武公民館・支所
地区センター化
（組織のみ）

建替

施設名
第１期

（2019～2028年）
第２期

（2029～2038年）
第３期

（2039～2048年）

西武小学校 統合
西武小学校の場所に

建替仏子小学校

西武学童保育室
統合

小学校の整備に合わせて
複合化

西武第二学童保育室

仏子学童保育室

施設名
第１期

（2019～2028年）
第２期

（2029～2038年）
第３期

（2039～2048年）

西武中学校 統合
西武中学校を活用

西武中学校の場所に建替
野田中学校



Iruma City
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西武地区 公立保育所・地区体育館・図書館分館

【公立保育所】

【地区体育館】

【図書館西武分館】

【老人憩いの家】

・活用促進（利用の状況を踏まえて転用・廃止）

45

施設名
第１期

（2019～2028年）
第２期

（2029～2038年）
第３期

（2039～2048年）

西武中央保育所 改修 建替

施設名
第１期

（2019～2028年）
第２期

（2029～2038年）
第３期

（2039～2048年）

西武地区体育館 改修

施設名
第１期

（2019～2028年）
第２期

（2029～2038年）
第３期

（2039～2048年）

図書館西武分館 改修
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６．財政の裏付け・取り組みの効果



Iruma City
入間市６．財政の裏付け・取り組みの効果

公共施設マネジメント事業計画の成果予測

⑴施設数・延床面積
現 在 30年後

施 設 数 １６３施設 → １３０施設（約２０％縮減）

延床面積 ３２.３万㎡ → ２３.７万㎡（約２７％縮減）

⑵概算事業費

・現在の施設をこれまで通りの方法
で維持する場合の事業費試算額

↓ ↓
・公共施設マネジメント事業計画

による事業費試算額

47

＝年平均４７.０億円

＝年平均１９.７億円



Iruma City
入間市６．財政の裏付け・取り組みの効果

財政の見通しの検討 48

１ 事業費の試算
事業計画推進による施設整備の費用を一定の基準で試算
・大規模改修、建設工事費は原則として総務省が提示する施設分類ごとの㎡単価
・簡易な改修や解体工事は実績に基づく㎡単価

→年平均事業費（2019～2048年度） １９.７億円
最大４２.２億円（2024年度） ／ 最少８.２億円（2048年度）

→無理のない事業費を設定

２ 事業費の財源内訳
様々な財源確保策を検討
・国庫補助金
・普通建設事業債（借入金）…無理のない償還計画を設定
・公共施設整備基金…市の単独費を補てん

→事業計画の実現性を担保

３ 財政見通しにおけるリスク要因
・景気動向などによる税収や交付金の変動、福祉的経費等の増加
・自然災害や施設の老朽化による事業費の増大
・用地取得や地元調整の状況による事業実施時期の変更
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７．今後の進め方



Iruma City
入間市７．今後の進め方

計画策定までの取り組み 50

❍計画確定までのスケジュール

パブリックコメント
計画への

反映
計画確定 事業実施

２月２８日まで ３月中旬 ３月下旬 ４月～

❍パブリックコメント受付
市役所 公共施設マネジメント推進課 市政情報コーナー
公民館 図書館（本館・西武分館） 市民活動センター
健康福祉センター 博物館
提出方法 上記施設窓口 Ｅメール ファクシミリ 郵送



Iruma City
入間市７．今後の進め方

計画実現のための取り組み 51

１ 個別施設計画
・事業計画を踏まえて必要に応じて策定

→個々の施設の具体的な整備内容や運用計画を策定
≪主な個別施設計画（予定）≫

（仮称）地区センター整備計画
（仮称）小・中学校整備計画
（仮称）公立保育所整備計画

２ 施設データの管理
・施設カルテシステムにより全ての公共施設の運営・利用状

況、コスト状況、劣化状況等のデータを一元管理
→計画的な施設の保全や整備に活用

３ 保全計画
・施設データの分析に基づいた予防保全の実施

→計画的に施設を保全していくための計画を策定



Iruma City
入間市（追加資料）

西武中学校･野田中学校 施設面の比較 1

項 目 西武中学校 野田中学校

開校年月日 昭和２２年４月１日 平成２年４月１日

建築年度 北:S44･45/西:S52/南:S57/体:H15 校舎:H1/体:H1

築年数 北:49･48/西:41/南:36/体:15 校舎:29/体:29

敷地面積 ３１，６５２㎡ ２９，０５３㎡

延床面積 ６，６６７㎡（体育館1,031㎡含む） ７，９２０㎡（体育館1,148㎡含む）

階数 ３階建 ４階建

構造区分 鉄筋コンクリート造（体育館:鉄骨造） 鉄筋コンクリート造（体育館:鉄骨造）

クラス数(H30) ５クラス（１年:１/２年:２/３年:２） １０クラス（１年:４/２年:３/３年:３）

生徒数(H30) １６０人（１年:39/２年:52/３年:69） ３５８人（１年:126/２年:120/３年:112）
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西武中学校･野田中学校 立地面の比較

項 目 西武中学校 野田中学校

用途地域 第一種住居地域 市街化調整区域

地形

・南側に丘陵を背負い、敷地内に川
が流れている。
・校庭は、川を挟んで２段に分かれて
いる。

・台地上の平坦地に立地している。

地理

・仏子駅に隣接している。
・周辺部は住宅街となっている。
・南側は加治丘陵を挟んで東金子と
の境に位置する。

・周辺部は農地となっており、住宅地
からは離れている。
・西側と北側は飯能市との境に位置
する。

防災面
・学校敷地は土砂災害、水害とも指定
はないが、周辺部に土砂災害警戒区
域がある。

・土砂災害、水害等の危険性は低い
立地である。

地区内人口（H30ﾃﾞｰﾀ） 仏子地区８，４０３人（３９％） 野田･新光地区１２，９７９人（６１％）

2
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両地区の特性と課題

項 目 仏子地区 野田･新光地区

人口推移

・昭和40年代から仏子駅周辺に大型集
合住宅が整備され、人口が急増した。
・近年は新たな開発がなく、年少人口と
生産年齢人口は減少する一方、高齢者
は増加している。

・昭和50年代後半に西武仏子ニュータウン
の開発が始まり、野田･新光地区でも人口
が急増した。
・当面、人口の減少は少ないものと見込ま
れるが、新たな開発等が行われる予定はな
いので、年少人口は急激に減少する可能性
がある。

開発動向
・人口動向に影響を与えるような住宅開
発等の計画はない。

・野田地区における土地区画整理事業が終
了し、今後は人口動向に影響を与えるよう
な住宅開発等の計画はない。

交通事情

・仏子駅から野田･新光地区に向かって
路線バスが運行している。
・狭い道路が多く、安全性確保が必要で
ある。

・新光地区の中央付近まで路線バスが運行
している。
・狭い道路が多く、安全性確保が必要であ
る。

地域特性
・仏子駅周辺が「生活拠点商業地」となっ
ている。
・多くは一般住宅地となっている。

・地域の南には一般住宅地、北側には低層
住宅地が広がっている。
・地域の中央部に農地が広がっている。
・農地の北側にミニ工業団地がある。

地域課題
・開発の余地は少なく、大幅な人口増加
は見込むことが難しい。

・農地を中心に空地は残っているが、市街
化を抑制する地域であるため、新規開発を
することは難しくなっている。
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統合に向けた複数パターンの検証結果

項 目 メリット デメリット

野田中学校活用

・校舎が比較的新しく、統合時の整
備費用が少なくて済む。
・現在は西武中と比較して生徒数が
多いため（7割）、学校が変わること
により負担がかかる生徒が少なくて
済む。

・西側と北側が飯能市と接しており、西
武中と比較すると学校から１．５㎞圏内
に含まれる住宅地が少ない。
・学校の周辺に住宅が少なく、安全面で
不安がある。
・防災面で大規模な公共施設が野田･
新光地区に偏ってしまう。

西武中学校活用

・学校周辺及び通学範囲に住宅が
多く、安全面で目が行き届く。
・学校から１．５㎞圏内に含まれる住
宅地が多く、両校統合した場合は地
区の７割程度がカバーできる。
・仏子地区と野田･新光地区に学校
がバランスよく配置でき、防災計画
上効果的である。

・校舎が老朽化しており、近い将来建替
えをする必要がある。
・多くの生徒に学校が変わることによる
負担をかけることになる。
・耐用年数が残っている野田中学校の
校舎を使うことができない。
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○西武小学校または仏子小学校の中学校への転用も検討したが、いずれも敷地
が狭く、中学校用地としては不足しているため、検討対象からは除外した。

○中学校を統合する場合の用地は、現在の２つの中学校のいずれかにする方向で
検討をした。その比較検証の結果は以下の通り。
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統合に向けた用地確保策の検討結果

①台地上･ミニ工業団地周辺部

・空地としては複数の箇所が考えられるが、野田中学校に近く、移転の効果は

低いものと判断した。

・谷田の泉につながる水脈を切ってしまう可能性があり、地域の自然環境に負担

をかけることになる可能性がある。なお、以前に埼玉県がミニ工業団地の候補

地として検討したことがあったが、このことを理由に見送っている。

②谷田の泉南側

・もともと湿地帯であり、地盤改良する必要があるものと認識していた。こうした

地質の場合、建物を建てるために杭を打ったり、グラウンドを整備するための

地盤改良が必要になるといった対策が必要となり、事業費が高額となる可能性

があるため、候補地としては見送ることとした。

③西武地区体育館及び自由広場

・敷地面積が２１，０００㎡と、中学校用地としては狭く、場所としても偏りが

あったため見送ることとした。
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防災面での留意点 6

①西武中学校の土砂災害の危険性について
・埼玉県が指定している土砂災害警戒区域には指定されておらず、第2グラウンドも
含めて危険性は低いものと判断している。

・仏子地区の周辺部には土砂災害警戒区域が存在するが、いずれも西武中学校から
は100ｍ以上離れた位置にあり、影響はないものと考えている。

②西武中学校敷地内を流れる前堀川の氾濫の可能性について
・近年では、市内で大雨被害が発生した際に、前堀川が氾濫した記録はないため、被
害を受ける可能性は低いものと考えている。

③野田中学校の災害発生の可能性
・台地上の平坦地に設置されているため、土砂災害や水害を受ける可能性は低いもの
と考えている。

③入間川が氾濫した場合の影響について
・仏子と野田･新光を往来するためには上橋か中橋を通行しなければならない。川の氾
濫や震災被害等により通行ができなくなった場合は、通学が出来なくなる可能性はあ
るが、中橋は耐震補強が完了しており、倒壊の危険性は低いものと考えている。万
が一の場合は川の両側に学校が設置してあれば、当面の対応は図れるものと考え
ている。
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